
声出して繋ぐ ！
目指せ全国大会出場 ！ ！
野市東クラブ

　小梅ちゃんの品種はミニチュア・ピンシャー。
　会った時に目がいったのが、大きなピンとした耳とまん丸おめめ。
　小梅ちゃんを飼うきっかけは、飼い主さんの友達の家で産まれ、
これからも会える人に育ててほしいと話がきたのがきっかけ。飼い主
さんは少し迷いがあったそうですが、子どもたちに話したら飼いたい ！  
飼いたい ！  と大はしゃぎ♪  その姿をみて、飼うことを決意 ！ ！  
　お店を営んでいる飼い主さん。小梅ちゃんをいつもお店に連れて
行って一緒に過ごしているそう。お店の看板娘になりつつあります
（ *‘∀‘）取材中にきたお客さんが「あれ？  今日は愛想してくれん
のー。つれないにゃー（笑）」と小梅ちゃんに声をかけていました。
　初めましてのわたしにもいきなりスリスリ寄って来てくれるぐらい本
当に人懐っこい小梅ちゃんですが、なぜかお店に出入りする業者さ
んには吠えまくるそう。普段が温厚な小梅ちゃんだけに飼い主さんも
どうして？  と不思議がっていました。

野市支所
管内より

　バレーボール部「野市東クラブ」の発足は1981年。現在
の部員は13人（取材当時）で、週３回の練習を５年生中心に
行っています。
　今回はその５年生をメインにインタビューさせてもらいました。
　学校終わって宿題等もあるなか練習しんどくない？  の問いに
は「きつい時もあるけど、みんながおるき練習に出てきたい ！ 」
「上手になって試合に出たい ！ 」等すぐ返事が返ってきました。
　次に試合について聞いてみると、「声を出すこと・ボールを繋
げることが大事。そうするとリズムが出来て、１点に繋がる」
と、みんな揃っての返しが ！ ！
　目標は何ですか？  と聞いてみると「サーブをしっかりときめ
る ！  試合に勝って全国大会にもいきたい ！ ！ 」とこれまたみん
なが同じ想い ! （^^） !
　みんな元気いっぱいで、ハキハキと話してくれ、団結力が感
じ取れるチームでした★

　11月３日に開館した「香美市立図書館かみーる」の館長を
務める門脇さん。以前の図書館の老朽化により、新設計画
から９年。門脇さんは５年前からプロジェクト会に入り、地域
の方とも何度となく話合いを持ち今回の開館に。
　「日常生活の中でお買い物に出かけるように、ここもみなさ
んの生活の中の１つとして、図書館に行くのが当たり前になっ
てもらいたい。過ごしやすい雰囲気、図書館にまた行きたいと
思ってもらえるように、貸出の本やおすすめコーナー、イス・
机、窓から見える景色、図書館全部にこだわりました。かみー
るで人生を変えるような特別な１冊に出会ってもらえたら嬉しい
です」と柔らかい雰囲気で話してくれた門脇さん。本と図書館
という空間が本当に大好きなんだなと伝わってきました（*^-^*）
　ぜひ、みなさん新設された「かみーる」にお出かけしてみて
下さい☆

風景も楽しめる図書館
門脇さんお気に入りの場所で
撮影（*^^）
門脇 真里さん  （48）
かど わき　ま　り

　「気兼ねなんかせんとなんでも聞いてよ」と開口１番言って下さ
り、「えいように写真も撮って帰ってよ」と私の緊張をほぐしてくれと
ても気さくな中屋さん（*‘∀‘）中屋さんは車・バイクが大好き。少
年の頃から車好きだったそうですが、20歳の時に勤めた車関係の会
社で出会った先輩に大きく影響を受けたと話してくれました。
　そんな中屋さん、車の中でもクラシックカーが大好きだそう。ガ
レージに置かれている３台の車の特徴など分かりやすく話してくれ、
ブルーバードSSSはおじ様にはたまらない１台とか（笑）
　真ん中に写っているモーリスクーパーＳは、広島県にあると紹介を
受けその日のうちに車を走らせ、実物を見てその場で購入を即決 ！ ！
　真っ赤なフェアレディ311は、お孫さんがもう少し大きくなったら乗
れるようにして、一緒に乗るのが夢だそう☆彡
　取材中終始ニコニコ顔。車好きな気持ちが溢れていました。

なか　や　かず ひこ

こ　うめ

クラシックカーを
こよなく愛する中屋さん♪
中屋 和彦さん（53）

人懐っこくて寝ることが大好きな
小梅ちゃん☆彡
小梅ちゃん（１）

地区担当者より

香我美支所管内より 土佐山田
支所管内

より
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最新農業技術を学ぶ
－青壮年部
  関東農業WEEK2022視察－

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
青
壮
年
部
土
佐
香
美
本
部
は
10

月
13
、
14
日
の
二
日
間
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ

セ
で
行
わ
れ
た
関
東
農
業
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
２

に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
東
農
業
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
２
は
、
日
本
を

は
じ
め
海
外
の
農
業
関
連
企
業
や
団
体
等
が
一

堂
に
会
し
、
最
先
端
の
農
業
製
品
や
技
術
に
つ

い
て
活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
る
展
示
会
。
12
日

か
ら
14
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か

ら
農
業
関
係
者
ら
約
３
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
視
察
は
農
業
の
技
術
革
新
が
著
し
く
発
展

を
遂
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
イ
ベ
ン
ト
に
自
ら

行
っ
て
学
ぼ
う
と
視
察
を
企
画
。
６
人
が
参
加

し
、
最
新
の
農
業
技
術
や
製
品
に
触
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
盟
友
は
、
広
大
な
会
場
に
所
狭
し
と

並
ん
だ
農
業
関
連
企
業
団
体
の
ブ
ー
ス
に
興
味

津
々
。
企
業
担
当
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
る
と

と
も
に
「
費
用
対
効
果
は
ど
う
で
す
か
」「
こ

の
よ
う
な
環
境
下
で
は
ど
う
で
す
か
」
な
ど
、

熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
盟
友
は
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

個
人
で
参
加
す
る
に
は
負
担
も
大
き
い
し
、
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と

す
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
青
壮
年
部
員
で
な

け
れ
ば
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
や
自
走
の
草
刈
り
機
な
ど
、
様
々

な
農
業
技
術
を
実
際
に
見
て
触
れ
て
、
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
農
業
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
来
年
も
ま
た
来
た
い
」
と
、
話
し

ま
し
た
。 担当者の説明を熱心に聞く盟友たち。

地区本部

吉川支所管内野市支所管内

香我美支所管内 土佐山田支所管内

お弁当作りで食農教育
香美地区園芸部通常総会

“１人で考えるのでなく、皆で力を合わせていきましょう”

　

女
性
部
吉
川
支
部
は
、
10
月
18
日
、

赤
岡
中
学
校
で
１
年
生
を
対
象
に
、
地

場
産
物
を
使
っ
た
お
弁
当
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
お
弁
当
づ
く
り
を
通

し
中
学
生
に
必
要
な
１
食
分
の
分
量
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
学
ぶ
と
と
も
に
地
場

産
物
に
関
心
を
深
め
、
調
理
に
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
切
り
方
や
焼
き
方
、

調
味
料
の
計
り
方
な
ど
、
女
性
部
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
班
で
協
力
し
、
３

品
を
調
理
。
そ
し
て
女
性
部
員
が
用
意

し
た
２
品
の
お
か
ず
と
一
緒
に
、
各
々

が
お
弁
当
箱
に
彩
り
よ
く
詰
め
ま
し
た
。

　

野
市
支
所
２
階
で
11
月
２
日
に
香
美
地
区
園
芸

部
が
令
和
４
園
芸
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
役
員
を
は
じ
め
生
産
者
・
関
係
機

関
を
含
め
42
名
が
出
席
。

　

冒
頭
、
竹
島
章
部
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

に
動
き
が
と
れ
な
い
中
、
販
売
高
75
億
円
の
目
標
を

目
指
し
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
奮
闘
し
て
下
さ
っ
た
姿

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
直
面
し
て
い
る
肥
料
や

資
材
の
高
騰
な
ど
、
１
人
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
令
和
４
園
芸
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
の
報
告
、
令
和
５
園
芸
年
度
事
業
計
画
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
、
改
め
て
部
会
が
一
つ
に
な
り
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
香
我
美
支
部
と
果
樹
部
果
樹
女

性
部
は
、
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
６

回
山
北
み
か
ん
こ
も
れ
び
マ
ル
シ
ェ
」
に

出
店
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
香
我
美
支
部
は
、
み
か
ん
餅
約
２

５
０
パ
ッ
ク
・
ち
ら
し
寿
司
・
赤
飯
を
販

売
。
正
午
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
大

盛
況
。
果
樹
女
性
部
は
イ
ベ
ン
ト
恒
例
に
も

な
っ
て
い
る
人
気
の
み
か
ん
詰
め
放
題
に
、

８
０
０
㎏
の
み
か
ん
を
用
意
。
ま
た
、
３
㎏

の
箱
み
か
ん
も
一
緒
に
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
暑
い
ぐ
ら
い

の
中
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
お
客
さ
ん

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
賑
わ
い
、
山
北
み

か
ん
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

１年ぶりの開催
多くの人で賑わう やっこねぎを学ぶ

　

楠
目
小
学
校
で
は
、
総
合
授
業
「
香
美
の
く
ら

し
」
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
地
域
の
産
業
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
回
、
や
っ
こ
ね
ぎ
部
会
に
授
業

の
依
頼
が
あ
り
、
10
月
18
日
に
３
年
生
32
名
が

や
っ
こ
ね
ぎ
部
会
副
部
会
長　

村
田
篤
則
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
に
見
学
に
来
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
目
の
前
で
や
っ
こ
ね
ぎ
を
引
い

て
見
せ
な
が
ら
、
歴
史
や
栽
培
方
法
、
ス
ー
パ
ー

に
並
ぶ
ま
で
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。

　

児
童
か
ら
は
「
ど
ん
な
ね
ぎ
が
い
い
ね
ぎ
で

す
か
？
」「
ど
う
や
っ
て
お
水
を
あ
げ
て
い
る
ん

で
す
か
？
」
等
と
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
し
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
地
域
農
業
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

たくさんの来場客で賑わう様子。 児童たちに分かりやすく説明する村田さん。

協力して調理をする生徒たち。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

質問に返答する竹島部長。

土佐山田支所管内

色とりどりの花で
寄せ植え

寄せ植えした鉢と一緒に写る部員たち。

　

女
性
部
土
佐
山
田
支
部
は
、
10
月

24
日
、
土
佐
山
田
支
所
３
階
で
「
花

の
寄
せ
植
え
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
町
の
花
屋
さ
ん
に
花

と
土
を
注
文
し
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

寄
っ
た
鉢
に
寄
せ
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
思
い
思
い
に
花
の
株
を

手
に
取
り
配
色
等
を
考
え
な
が
ら

も
、
何
度
か
取
り
組
ん
で
き
た
活
動

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
手
際
よ
く

あ
っ
と
い
う
間
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
宮
地
テ
ル
子
支
部
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
活
動
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
以
前

に
計
画
し
延
期
に
な
っ
て
い
た
寄
せ

植
え
に
取
り
組
め
、
み
な
さ
ん
と
お

顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
の
会
話
も
で
き

良
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
対

策
を
十
分
取
り
な
が
ら
、
支
部
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
で
、
み

な
さ
ん
そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

下
さ
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
。

　

部
員
ら
は
、
完
成
し
た
鉢
を
大
事

に
抱
え
な
が
ら
、「
あ
ん
た
の
え
い

ね
」「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
帰

り
際
ま
で
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

カ
ブ
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培

適
切
な
温
度
管
理
を
心
掛
け
る

　

カ
ブ
は
、
暑
さ
と
乾
燥
に
弱
い
が
、
寒
さ
に
は
強
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
地
の
露
地
栽
培
は

３
、
４
月
ま
き
に
な
り
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は

２
月
ま
き
が
で
き
ま
す
。
生
育
促
進
と
、
と
う
立
ち

防
止
に
マ
ル
チ
、
べ
た
掛
け
、
ト
ン
ネ
ル
資
材
で
の
保

温
が
必
要
で
す
。

【
品
種
】
低
温
肥
大
の
良
い
「
白
鷹
」（
武
蔵
野
種
苗

園
）、「
ゆ
き
わ
ら
し
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）、
周
年
安
定

し
た
生
育
を
す
る
「
耐
病
ひ
か
り
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
あ
り
す
。

【
畑
の
準
備
】
種
ま
き
２
週
間
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
全
面
に
ま
き
、
深
く
耕
し
て

お
き
ま
す
。
１
週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成

分
10
％
）
１
０
０
ｇ
と
堆
肥
１
〜
２
ｋｇ
を
ま
い
て
よ
く

混
和
し
て
お
き
ま
す
（
図
１
）

【
畝
立
て
】
幅
70
〜
80
㎝
、
高
さ
５
〜
10
㎝
の
ベ
ッ
ド

（
栽
培
床
）
を
作
り
、
平
ら
に
な
ら
し
ま
す
。
畑
が

乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
、
か
ん
水
し
て
土
壌
水
分
が

適
度
な
状
態
に
し
、
15
㎝
間
隔
の
穴
開
き
シ
ー
ト
で

マ
ル
チ
を
し
ま
す
（
図
２
）。

【
種
ま
き
】
種
は
１
穴
当
た
り
４
、
５
粒
ま
き
、
１

㎝
ほ
ど
土
を
掛
け
ま
す
（
図
３
）。
そ
の
後
は
、
発

芽
促
進
と
幼
苗
の
保
温
の
た
め
に
、
べ
た
掛
け
と
ト

ン
ネ
ル
を
し
ま
す
（
図
４
）。

【
間
引
き
】
発
芽
し
、
双
葉
が
そ
ろ
っ
た
時
点
で
、

密
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
間
引
き
ま
す
。
そ
の
後

も
、
生
育
の
劣
る
株
を
間
引
き
、
最
終
的
に
１
株

立
ち
に
し
ま
す
。

【
ト
ン
ネ
ル
の
被
覆
と
換
気
】
冷
涼
地
や
温
暖
地
の

２
、
３
月
は
ま
だ
夜
温
は
低
い
が
、
昼
間
の
ト
ン
ネ

ル
内
は
高
く
な
る
た
め
、
本
葉
１
、
２
枚
の
頃
か
ら

換
気
を
開
始
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
の
裾
を
開
閉
す
る

方
法
、
フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
開
け
る
方
法
や
穴
開
き

フ
ィ
ル
ム
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生

育
後
半
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
茎
葉
が
繁
茂
す
る
頃
、

遅
く
て
も
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
開
花
の
頃
に
ト
ン
ネ
ル
を
除

き
ま
す
。

【
収
穫
】
直
径
５
、
６
㎝
か
ら
収
穫
（
小
カ
ブ
）
を

始
め
、
10
〜
12
㎝
（
中
カ
ブ
）
ま
で
収
穫
期
間
が

あ
り
ま
す
（
図
５
）。

〈
被
害
の
様
子
・
発
生
条
件
〉

▽
灰
色
か
び
病
は
、
促
成
栽
培
、
半
促
成
栽

培
、
抑
制
栽
培
な
ど
施
設
栽
培
で
多
発
し

ま
す
。
20
℃
く
ら
い
で
多
湿
の
と
き
に
発

生
し
や
す
い
の
で
、
一
般
に
11
月
〜
４
月

に
か
け
て
み
ら
れ
る
が
、
曇
雨
天
が
続
く

と
５
〜
６
月
に
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
露
地
栽

培
で
は
、
育
苗
期
や
梅
雨
期
に
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
灰
色
か
び
病
は
ハ
ウ
ス
病
害
の
中
で
は
葉

か
び
病
や
す
す
か
び
病
、
菌
核
病
と
並
ん

で
お
そ
ろ
し
い
病
気
で
す
。
と
く
に
果
実

に
発
生
が
多
い
の
で
、
多
発
す
る
と
著
し

く
減
収
し
ま
す
。

ト
マ
ト

温
室
柚
子
加
温
開
始
後　

初
期
の
病
害
虫
対
策

〜
灰
色
か
び
病
〜

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

▽
低
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
保
温
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▽
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
中
高
温
の

と
き
は
積
極
的
に
換
気
を
行
い
ハ
ウ
ス
内

の
水
分
除
去
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
発
病
前
か
ら
薬
剤
に
よ
る
予
防
散
布
を
行

い
ま
す
。

▽
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
う
ね
面
や
通
路
の

マ
ル
チ
を
行
い
、
施
設
内
の
湿
度
の
低
下

と
土
壌
中
の
罹
病
残
渣
か
ら
の
伝
染
を
防

ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
果
実
に
付
着
し
た
花
は
早
期
に
と
り
除
く
。

ブ
ロ
ア
ー
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
よ
る
花

殻
の
吹
き
飛
ば
し
も
省
力
的
で
す
。

▽
発
病
し
た
果
実
や
茎
葉
は
分
生
胞
子
形
成

前
に
見
つ
け
次
第
、
摘
除
し
、
施
設
外
へ

搬
出
し
て
土
中
深
く
埋
め
、
被
害
部
位
に

分
生
胞
子
形
成
が
認
め
ら
れ
た
ら
胞
子
が

飛
散
し
な
い
よ
う
に
て
い
ね
い
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
封
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
は
吸

放
湿
性
や
透
湿
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を

内
張
り
に
用
い
る
と
夜
間
や
早
朝
の
多
湿

環
境
が
改
善
さ
れ
発
病
は
抑
制
さ
れ
ま
す
。

【
被
害
】

　

黄
色
い
斑
点
様
の
病
斑
が
葉
に
発
生
、
発
病

し
た
葉
は
落
葉
す
る
た
め
樹
勢
が
低
下
し
ま
す
。

【
対
策
】

　

新
芽
の
発
生
と
同
時
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
風
通
し
の
悪
い
園
、
ま
た
は
樹
勢
の
弱
い

樹
に
発
生
し
や
す
い
の
で
樹
体
を
健
全
に
保
つ

こ
と
も
重
要
で
す
。
薬
剤
と
し
て
は
、（
ジ
マ
ン

ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
・
収
穫
90
日
前
※
日
数
注
意

６
０
０
〜
８
０
０
倍
・
４
回
）
が
有
効
で
す
。

【
被
害
】

　

新
芽
表
面
に
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
が
ふ
化
し
、

そ
の
幼
虫
が
葉
内
に
食
い
入
り
ま
す
。
葉
肉
内

を
不
規
則
に
進
み
、
食
害
痕
が
白
い
曲
線
の
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
エ
カ
キ
ム
シ
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
多
発
す
る
と
葉
が
巻
い
て
奇
形
と

な
り
、
新
梢
の
生
育
が
著
し
く
悪
く
な
り
ま
す
。

【
対
策
】

　

成
虫
が
産
卵
す
る
の
は
非
常
に
若
い
展
葉
を

始
め
て
10
日
以
内
の
葉
齢
の
も
の
が
多
い
た
め

発
芽
初
期
の
防
除
が
大
切
で
す
。
防
除
開
始
時

期
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
園

内
の
成
虫
密
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
新
芽
だ

け
で
は
な
く
、
樹
全
体
に
散
布
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
新
芽
の
時
期
が
不
ぞ
ろ
い
に
よ
り
長

引
く
と
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

薬
剤
と
し
て
は
、（
エ
ク
シ
レ
ル
S
E　

収
穫
前

日
・
５
０
０
０
倍
・
３
回
）
等
が
有
効
で
す
。

黄
斑
病

ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ
ガ

黄斑病により落葉した枝

花と果実での発生 幼果での発生

葉の病斑

ミカンハモグリガの幼虫により
食害された葉
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J
A
女
性
部
香
北
支
部
〝
マ
ル
シ
ェ
〞
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。
あ
っ
た
か
く
力
を
合
わ
せ
て
行
わ

れ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
沢
山
の
方
々
の
作

品
、
古
着
も
４
着
買
っ
て
割
安
く
早
速
着
て
行

く
と
と
っ
て
も
良
い
と
評
判
。
着
物
は
ツ
ー
ピ
ー

ス
に
し
て
散
歩
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
っ

ち
ゃ
い
の
で
袖
丈
も
背
丈
も
布
が
余
る
の
で
何

を
作
ろ
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

（
香
美
市
香
北
町
・
82
歳
）

ド
ン
グ
リ
と
い
う
と
、
子
ど
も
が
拾
っ
て
庭
に
ま

い
た
ド
ン
グ
リ
の
う
ち一本
が
30
年
経
て
ド
ン
グ

リ
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
前
か

ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
マ
に
な
っ
て

気
づ
き
ま
し
た
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
66
歳
）

は
つ
な
す
に　

う
つ
り
し
か
お
の　

お
も
し
ろ
さ

（
香
南
市
赤
岡
町
・
53
歳
）

▼
10
月
号
の
で
き
ご
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
ペ
ー
ジ

で
女
性
部
香
北
支
部
の
記
事
の
掲
載
を
見
て
の

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
掲
載
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
で
当
日
出
品
さ
れ
て
い
た
手
芸
品
等

の
写
真
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
か
わ
い
い
置
物
か
ら
始
ま
り
、
折
り
紙
の
展

示
、
洋
服
、
ど
れ
も
素
敵
で
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高

か
っ
た
で
す
！  

今
回
お
便
り
を
下
さ
っ
た
方

も
、
購
入
し
た
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
て
着
ら
れ

る
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
余
っ
た
布
切
れ
で
、
ま

だ
何
か
を
作
ろ
う
と
考
え
中
。
す
ご
い
で
す

ね
! !  

ど
ん
な
リ
メ
イ
ク
に
な
る
の
か
、
後
も

ど
ん
な
物
が
で
き
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す
☆

▼
10
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
回
答
が
「
ド
ン
グ

リ
」
だ
っ
た
の
で
、
ド
ン
グ
リ
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

〝
ド
ン
グ
リ
〞
の
絵
を
書
い
て
送
っ
て
き
て
下
さ

い
ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
と
の
思
い
出
。
そ
の
ド

ン
グ
リ
が
芽
を
出
し
木
に
な
り
、
実
が
な
る
。

ほ
っ
こ
り
す
る
お
話
。
ド
ン
グ
リ
、
芽
が
出

る
・・・
あ
の
人
気
映
画
を
連
想
し
ま
す
ね
＊  

他
に
も
ド
ン
グ
リ
の
絵
を
書
い
て
送
っ
て
き
て
下

さ
っ
た
方
が
。
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
は
毎
月
本

当
に
楽
し
み
で
す
。
秋
を
感
じ
る
素
敵
な
絵
手

紙
も
届
い
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▼
俳
句
の
ご
紹
介
。
わ
た
し
が
「
こ
う
ぐ
り
」

に
携
わ
っ
て
か
ら
初
め
て
俳
句
が
届
き
ま
し
た
。

五
・
七
・
五
の
わ
ず
か
な
音
で
季
節
・
風
景
や

心
情
な
ど
が
伝
わ
る
。
日
本
語
っ
て
綺
麗
で
素

敵
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
、
10
代
の

子
た
ち
の
中
で
も
五
・
七
・
五
で
心
情
を
伝
え

る
の
が
流
行
っ
て
い
る
と
つ
い
先
日
情
報
番
組
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
作
っ
て
み

よ
う
か
な
♪

▼
ぜ
ひ
！  

年
齢
関
係
な
く
み
ん
な
で
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

一
度
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ボ
ッ
チ
ャ
！  

お
年
寄
り
が
は
ま
る
ら
し
い
の
で
、
私
も
ぜ
ひ

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
香
美
市
物
部
町
・
62
歳
）

（香南市野市町西野・70歳）

女性部香我美支部
もち販売

＊地区担当者のつぶやき＊
　今月号のピックアップに載せました山北みかんこもれびマルシェ
の取材時に、写真撮影＆インタビューを快く受けて下さった方々を
ご紹介します（^O^）／

取材協力ありがとうございました ! （^^） !  （田村）

❷ 今からおばあちゃんのとこ
へ持っていくと話してくれた女
の子♡

❸ 果樹女性部出店のみかん詰め放
題で、ひときわ賑やかで楽しそうに詰
めていた高校生２人☆彡

❶ 四国中央市から遊びに来て
下さったご家族。また来年も来
ます ！  と言ってくれました（^^♪

12月30日（金）
AM９：00～ 11：00日 時

場 所

販売
内容

Ａコープかがみ

みかん餅（５個入り）
あん餅　 （５個入り）

しろ餅（５個入り）
のし餅 ほか

※無くなり次第終了とさせていただきます。




